
降雨の概要

■ 台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で、静岡県や関東甲信地方、東北地方を中心に広い範囲で
記録的な大雨となった。その結果、多くの雨量観測地点で既往最高に迫る雨量となり、横瀬雨量観測所、三峰雨量観測
所では観測史上最高雨量を観測した。

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。

579 597 772
561

514 491
※観測史上最高

516 539 589 564
553 542※観測史上最高

基準水位観測所

雨量観測所
凡例

等雨量線図雨量期間
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令和元年10月台風19号による被災状況（荒川水系入間川 直轄区間）

堤防決壊
埼玉県 川越市 平塚新田地先

越辺川 右岸 0k付近
被害延長 L=70m

堤防決壊
埼玉県 東松山市 正代地先
越辺川 左岸 7.6k付近
（九十九川 左岸 0.0k付近）

被害延長 L=20m

堤防決壊
埼玉県 東松山市 早俣地先
都幾川 右岸 0.4k付近
被害延長 L=100m（110m）

越水
埼玉県 東松山市 葛袋地先

都幾川 左岸 6.5k
被害延長 L=634m 都

幾
川→

越辺川→

荒川水系越辺川、都幾川では、今次洪水により河川水位が計画高水位を超過し、暫定堤防区間で決壊、越水による外水氾濫が発生

凡例

決壊箇所

越水箇所

浸水範囲

床上浸水 ５９２戸

床下浸水 ２８６戸

合計 ８７８戸
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土地利用と一体となった治水の事例【北川※霞堤】

本村地区

家田地区

川坂地区

俵野地区

飛石地区

曽立地区
差木野地区

須佐地区
的野地区

北川浸水地区一覧

内水（山水）霞堤からの湛水

霞堤方式 輪中堤方式

霞堤開口部
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３３％大

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
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家屋等被害

９６％減

家屋等被害
大幅減！

台風16号により北川が氾濫

年月日 要因
浸水面積
（㏊）

家屋等
被害（戸）

H9.9 台風19号 368 648

H16.10 台風23号 350 198

H28.9 台風16号 340 24

激特事業（H9
～H16）による
水位低減効果

水防災事業
（H16～）による
宅地嵩上効果※浸水エリアは土地利用規制（災害危険区域の指定）がなされている。

○主な浸水被害の実績表

※九州地整延岡河川国道事務所の記者発表資料を参照
（http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/pdf/kisya/281018.pdf）
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和光市

朝霞市

さいたま市
川越市

上尾市坂戸市

東松山市

荒川上流 広域ネットワーク接続状況

凡例：接続済み
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